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なぜ、研究データ管理サービスが必要？

（研究公正の観点 ）

．論文の工ビデンスデータは原則10年間保存する事が推奨
（文部科学省→学術会議ーシ組織内のルール）

・研究助成金の申請時または採択時にデータ管理計画
「DMP:Data Management PlanJ の提出が常套化
（研究費助成機関のルール）

・研究データの紛失や流出の防止

（研究推進の観点 ）

ラボやプロジェク卜における研究資源管理の効率化

・再利用性が向上し公開後に他の研究者による追試や引用を促進

．研究成果の可視性が向上し異分野連携や国内外連携などが強化

2 



GakuNin RDM 

NII RDC (Research Data Cloud) 

・機関リポジ卜リ＋分野別リポットリやデー

タリポラトリとち連携
・研究者や所属機関、研究プロジ工ク卜の情
報とも関連付けた知識ペースを形成

・研究者による発見のプロセスをサポート

GakuNin ROM 

－データ収集装置や解析用計算機とも連携

・研究遂行中の研究データなどを共同研究者
聞やラボ内で共有・管理
・組織が提供するストレージに接続した利用
が可能

直結

GakuNin Cloud 

データ管理基盤における簡便な操作で研究
成果の公聞が可能
・図書館員やデータキユレータによる、メタ
データや公開レベル統計情報などの管理機
能の提供
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GakuNin ROM 

研究データ基盤による研究活動のサポート

公開・インターネット

図書館員

キュレータ
などがサポート

a‘ 

0他の論文等とのリンク情
報を機械的に付与
O名寄せ処理などを実施
0各公開基盤（機関リポラ
トリ）からの情報を収集

／↑＼ 

データ公開基盤｜。0図書館員、キユレータに
よるメタデータチェック
ODMPとの整合性確認
0工ンパ－ゴの設定
0 DOIの付与 創

従来知見調査

大学等研究チーム

公開

論文・データ登録

非公開・ラボ

新しい研究着手

実験・解析

新たな研究成果

情報基盤センター

などが管理

0従来知見（論文や実験
データ）の取得、整理
O独自の実験データや解析
結果の管理、共有

0執筆論文の管理、共有
論文執筆・投稿 lo図表等の管理、共有

0工ピデンスデータの整理

論文採録

公開OK

ファイ札＋メタデータ

非公開希望 圏

非公開データの長期保存



目的：未整理の研究データを整理・保存
（研究者目線）

個人管理の散逸した未整理な研究データ 組織で一元管理された研究データ
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［研究者はオンラインのデータ管理機能で乱雑な研究データを整理保存］

－研究データの管理による生産性向上
．研究データの消失・流出の防止

・研究データの再現性（透明性）の向上
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研究者による共有サーバ管理 GalくuNinRDMによるデータ共有

－本来の研究時聞が増加し研究活動を促進
－プロジェク卜開始直後から共同研究者とデータ共有
．人文社会系の口ンクテールテータにち対応
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GakuNin RD Mの機能紹介

GakuNin RDMで管理した研究プロラエクトのホーム画面
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（研究者目線）

プレビュー機能
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GakuNin ROM 

GakuNin RD Mエンドユーザ向け機能
（研究者目線）

• GakuNin RDM (Research Data Management) 
・国立情報学研究所が運曽する研究者向け研究データ管理サービス

．ブ、ラウザ上で、利用するWebアプリケーション、パソコン、タブ

レッ卜端末やスマートフォンで利用可能

・デスクトップからDrag& Dropの簡単ファイル操作

．研究プロジ工ク卜中の非公開データを管理

・国内外の研究者と研究データ共有が容易

・情報整理のためのWikiやディスカッション機能

．同名のファイルは自動で、パージョン管理

・標準で一人当たり100GBの無料ス卜レーラを割当

．学内のNextcloud,Google Drive, One Driveを接続可能

．研究用ツール（GitHub,figshare, Mendeley）と連携可能

．学認によるシングル・サインオンに対応

・システム管理者のサーバ調達・運用の負担を軽減
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研究データ管理サービス GakuNin ROM 

研究プロジ工ク卜単位で
ファイルなと、を管理
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学認と連携しVO（仮想組織） 機関提供のストレーラを利用し
メンバーで、ファイルを共有 研究証跡を保存・保護
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WebアプリはNIIが提供 ｜｜研究データ管理サービス

機関毎に準備 工クストラストレーラ

大学・研究機関毎の既存のクラウドストレージの
事情に合わせてプラグインをカスタマイズ

NIIス卜レーラ

NII提供の最小限の
デフォル卜領域
研究者一人当100GB

パブリッククラウド
（プロパイダ一DC)

プライペートクラウド パブリッククラウド
（オンプレミス環境） （プロパイダーDC)



研究証跡保存機能
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GakuNin ROM 

データ管理基盤とデータ公開基盤の連携

.2. ... 

崎 h司

- D • ． 

研究者

・データ管理機能

・研究証跡の記録機能

．公開基盤連携機能

・非公開データ長期保存機能

GakuNin RDM 

（リポラトリ連携機能）

• • X・・ ・ •·・ヲ＿，... ． 
’・3

イン~，ク：1.1

図書館員・ URA

・メタデータ管理機能

．データ公開機能

．管理基盤連携機能

・DOI機能

仇~ WEK03 

大学における業務と整合するように機能を整備
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GakuNin RDM 

GakuNin RD Mと連携可能な外部サービス

・18年度提供中アドオシ ・19年度提供予定アドオシ
－クラウドストレーラ
－パブリック
・AmazonS3 
• Box 
・Dropbox
• Google Drive 
－フライペ一卜
・ownCloud

・図表・スライド共有
• Figshare 

・ソースコードレポラトリ
• GitHub 

・機関レポラトリ
• Dataverse 

・文献管理ツール
・Mendeley

－クラウドス卜レーラ
・1竺ゴリッつ
日目・S3互換ストレージ話、濡ド、

• Azure Blob Storage 
• One Drive 
・プライベ一卜
《コ0・NextCloud

• OpenStaclくSwift
• API ver2, ver3 

．ソースコードレポットリ
• BitBucket 
• Gitlab 

．機関レポットリ
• WEKO 

・文献管理ツール
• Zotero 

l研究者がよく利用するス卜レーラ、データ解析、レポットリ、文献管理ツールと連携 l
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実証実験のスケジュール

IIE'im賢司

参加大学

NII 

2018年12月

2019年1～3月
2019年6月

11mm盟lll'i1m四 1 2019 Q4 i 2020 01 1 

[ 10,000ユーザ l

: GakuNin RDM実証実験開始

：基礎機能の機関導入・先行試用

：第1回機能アップデート

2019年12月 ：第2回機能アップデート

2019年4～2020年3月：ロングラン実証実験【目標10000ユーザ】

2020年6月 ：第3回機能アップデート

2020年7～9月 ：実証実験終了のアナウンス、本稼働の案内

2020年10月～12月 : GakuNin RDM本稼働

IIEi回置碍冨
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まとめ

GakuNin RD Mの実証実験の現状

・実証実験（2019年1月～2020年9月）

・京都大学情報環境機構が導入をご検討

・名古屋大学情報基盤センターが導入をご検討

．北海道大学情報基盤センターが導入をご検討

・東京大学定量生命科学研究所と研究公正ワークフローを
共同開発

－物質・材料研究機構へのソースコード提供
E圃立闘争研究肺IN聞との遠鏡

東京大学定量生命科学研究所・研究公正システム

・名古屋大学における研究データ管理に関する
これまでの取り組み
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情報基盤センター、附属図書館、 URAによる
組織 研究データマネジメントプロジェクトを発足

GakuNin ROMを利用。
基盤
実証実験で、クラウドストレージを導入予定

AXIES研究データマネジメント部会における
方策 提言（案）の策定に参画

.. 研究データ管理に関する公開講演会を2回人材
'I 開催し、学内の関係者と考え方を共有
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松原茂樹（名古屋大学情報連携統括本部）

『大学における研究データ官理～名古屋大学における取り組み～』
学術情報基盤ミーテイング2018名古屋

北海道大学情報基盤センタ一

学際大規模計算機システムの
ホームページおよびカタログへの掲載

東京大学定量生命科学研究所・研究公正システムでの利用
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GakuNin RDM 

畏cos
https://rcos.nii.ac.jp/ 
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